総合研究所・都市減災研究センター（UDM）業績報告書（平成２２～２６年度）
テーマ1　小課題番号1.4　河合直人（建築学部建築学科）
著書

1. 河合直人（共著），限界耐力計算による伝統的木造建築物の構造計算指針・同解説、（本人1章 、3章、5章、付録1、付録3 を担当pp.13-17、pp.39-78、pp.87-109、pp.121-134、pp.139-143）、2013年2月
2. Naohito Kawai（共著）, Preliminary Reconnaissance Report of the 2011 Tohoku-Chiho Taiheiyo-Oki Earthquake, Architectural Institute of Japan, （本人Chapter 3を分担pp.115-148）, 2012年9月
3. 河合直人（共著），2011年東北地方太平洋沖地震災害調査速報，（本人第6章6.1を担当pp.383-401），日本建築学会，2011年8月
査読付き論文

1. 塚崎英世，河合直人，小松幸夫，前川秀幸，松留慎一郎，機械加工能率を向上させた腰掛蟻仕口の強度特性に関する研究　－寸法・形状の変化が強度特性に及ぼす影響－，日本建築学会構造系論文集，Vol.79，No.700，pp.811-818，2014年6月
2. 中川学，五十田博，河合直人，腰原幹雄，荒木康弘，RC造と木フレームを平面的に併用した構造の振動台実験，日本建築学会構造系論文集Vol.79　No.697, pp.401-410,　2014年3月
3. 石垣 創，田守伸一郎，五十田博，中川貴文，河合直人，個別要素法を用いた木質構造物の時刻歴応答解析，日本建築学会技術報告集　第44号　pp.105-110，2014年2月

4. 山口和弘，稲山正弘，志村智，畠山太志，河合直人，スパン，層高，鉛直荷重の有無などを変化させた木質ラーメン架構の実験的研究，日本建築学会構造系論文集，Vol.78，No.683, pp.119-128, 2013年1月
5. 清水秀丸，向坊恭介，堀川恵巳子，槌本敬大，河合直人，大橋好光，実大震動台実験による伝統的な木造建築の耐震性能検証に関する研究　－部材断面がやや小さい都市近郊型試験体の震動台実験結果－，日本建築学会構造系論文集，Vol.76　No.663, pp.943-950, 2011年5月
国際学会論文（査読付も含む）

1. Naohito Kawai, Analytical Study On Seismic Behavior of Traditional Wood Houses Considering Sliding at Column Bottom, World Conference on Timber Engineering, CD-ROM, Final Paper Journal Tuesday pp.327-334, 2012.07　ほか，５編
学術雑誌，商業誌，研究機関への研究報告，展望，解説，論説など

1. 河合直人、特集：耐震補強による既存木造住宅の耐力UP術 Ⅳ耐震補強の全体計画評点の考え方と注意点、建築技術2012年8月号、pp.110-111、2012年8月
招待講演
1. 河合直人、東日本大震災－1.被害の概要③木造の被害、日本建築学会大会総合研究協議会、早稲田大学、2011年8月25日
口頭発表

1. 松本憲幸、河合直人、伝統的木造住宅の地震時挙動に関する解析的研究、日本建築学会大会学術講演梗概集 構造Ⅲ pp.429-430、2012年9月　ほか，９回

外部資金の獲得　なし

知的財産権の取得（国内特許，国外特許，実用新案，著作権など）　なし

各種メディア（新聞・テレビ・ラジオなど）・展示会等で公表　なし
輩出した博士・修士・学士
修士３名、学士５名

その他（報告会・シンポジウムの主催・共催など）
都市減災研究センター（UDM）2014年度報告会【研究テーマ1.4＋3合同報告会】，2014年12月25日，工学院大学新宿校舎　ほか，４回

